
Ⅰ．はじめに

　近年，九州地区をはじめ全国において，大径・赤芯等従来型の
丸太需要が横ばいまたは減少傾向にある中，大量生産工業製品向
けの中径で強度が一定以上の丸太の需要は急速な拡大傾向にある。
また，この動きと並行して，省力・低コスト林業の試みが始まっ
ており，各分野でこれらの変化に対応した技術開発や研究が進め
られている。林木育種分野においても，成長が特に早く強度が一
定以上の，ごく短伐期で収穫可能な品種の開発を短期間で行うこ
とが必要となっている。このような品種の開発のため，九州地域
では，九州地区林業試験研究機関連絡協議会の育種部会の下に次
世代育種戦略分科会を組織して，九州各県の試験研究機関，九州
育種場，九州大学と九州森林管理局が連携協力して取り組みを
行っている。この活動において，精英樹同士の自然交配苗により
造成された熊本県下の国有林の３１年生実生造林地６箇所において，
樹高，胸高直径等の成長形質，ヤング率の指標となる樹幹内音速
等の材質形質を調査し，成長が格段に優れ材の強度が一定以上の
優良個体の選抜を試みた。

Ⅱ．材料と方法

　調査箇所は，表－１に示した国有林内の６箇所の３１年生造林地
とした。これらの造林地は，旧熊本営林署猪郷谷採種園（熊本県
大津町）において採種した種子を旧菊池営林署熊本種苗事業所に
おいて養苗し，１９７６年３月に植え付けたものである。これらの採
種，育苗，造林の経過は，調査報告書として明確な形で記録に残
されている（林野庁１９８１）。また，九州育種場に保存されている
文書により，猪郷谷採種園は九州育種基本区で選抜された１００ク

ローンの精英樹から構成されていることがわかっている。した
がって，調査地は，精英樹同士の多数の交配家系が単木混交で配
置された試験地と同等に扱うことができる。
　調査は，まず，２００７年５月〜６月に，調査地１と２では各２プ
ロット，それ以外の箇所については各１プロットについて，各プ
ロットあたり２０〜５０個体の樹高，胸高直径の予備調査を行った。
この調査の結果，６箇所のうち特に生育状況の良かった２箇所
（調査地１及び２）において，２００７年１１月に表２の項目について
詳細な調査を行った。調査個体数は，調査地１では４４個体，調査
地２では６９個体であった。
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精英樹自然交配苗から造成された３１年生スギ実生造林地における成長，
材質形質の変異と次世代優良木の選抜＊１
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表－１．調査箇所
面積

（ha（注））所在地調査地番号

１．１９熊本森林管理署１２４ち（阿蘇郡南阿蘇村）１
２．００熊本南部森林管理署６い1（人吉市一勝地）２
１．８０同　１４３８か（葦北郡芦北町）３
１．１８同　１４５１い1（同上）　　　４
３．５０同　１４５６い（同上）　　　　５
２．００同　１４５９い（同上）　　　　６

（注）林小班の中でスギが植栽されている箇所の面積

表－２．調査項目
測定方法調査項目

測高器（バーテックス）により０．１m単位で測定樹高
輪尺により１mm単位で測定　山側からと等高線方向の
２箇所を測定

胸高直径

目視による５段階評価（通常の検定林調査の方法；５が
曲がりが無く、１が曲がりが大きい）

根元曲がり

　同上幹曲がり
胸高直径の測定値から算出真円率
力枝の太さがその着生部位の幹径に占める割合枝太さ
ピロディンの針の打ち込み深さを０．５mm単位で測定ピロディン値
樹幹内音速をμ秒単位で測定ファコップ値
落枝性、気根の有無等を目視により測定その他



Ⅲ．結果と考察

　６箇所の精英樹実生造林地の予備調査結果を図－１に示した。
なお，図－１には熊本スギ林分収穫表（松井ら２００３）における主
林木データをあわせて示した。
　精英樹実生造林地における平均樹高は１５．０〜２０．０m（林分間の
平均は１７．６m）であった。これは３０年次の林分収穫表における地
位上の１４．９mと同程度から１．３４倍大きかった。また，平均胸高直
径は，２０．０〜２７．８cm（林分間の平均は２３．８cm）であった。これ

は地位中の２０．２cmと同程度から地位上の２０．７cmの１．２２倍程度で
あった。単木材積は，０．２３５〜０．５６２㎥（林分間の平均は０．３７７㎥）
で，地位上の０．２７３㎥をやや下回る程度〜２．０６倍であった。６箇
所の調査地間の平均値が林分収穫表の地位中に相当すると仮定す
ると，精英樹実生造林地は樹高では４７年生，胸高直径では３８年生，
単木材積では４１年生相当であり，大変優れた成長を示していると
思われた。
　次に，調査地１及び２について各形質の調査を行った結果を図
－２と図－３に示した。両調査地において，樹高，胸高直径，真
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図－１．精英樹実生造林地の平均樹高，胸高直径及び単木材積（●）　　　　　　　
　　　　（折れ線は，熊本県スギ林分収穫表における主林木の樹高，胸高直径，単木材積）

図－２．調査地１（南阿蘇）における調査結果の集計ヒストグラム（縦軸は個体数）

図－３．調査地２（一勝地）における調査結果の集計ヒストグラム（縦軸は個体数）



円率，枝太さ，ピロディン値及びファコップ値では頻度分布はお
おむね正規分布型であった。根元曲がりと幹曲がりでは４〜５の
比率が高い傾向があった。真円率は，関東育種基本区の精英樹
８６５クローンにおける調査では平均９４．５％程度であるが（星ら
２００５），調査地１，２ではそれよりも高い傾向があった。枝の太さ
は，関東育種基本区の精英樹８２７クローンの調査では２０〜２５％で
あるが，今回の場合１０％程度で，それよりも細い傾向があった。
また，ピロディン値の変異の範囲は，１６．６〜２１．０mm（田上ら

２００７），１７．２〜２４．４mm（大川ら２００９）と報告されているが，今回
の調査は１５．３〜２７．５mmと変異の範囲がやや広い傾向があった。
ファコップ値は，藤澤ら（２００３）により九州内のスギ精英樹のク
ローン検定林で調査されている。これによれば，ファコップ値は
ヤング率との相関関係が高く（r＝０．９１），調査した検定林の場
合，ヤング率換算で２８tf/㎠〜８３tf/㎠の変異があった。今回の調
査地の場合，変異の範囲はヤング率換算で３８〜１００tf/㎠程度とな
り，値，変異の幅ともやや大きい傾向があった。
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図－４．調査地１（南阿蘇）における推定ヤング率による選抜率の推移（左）とヤング率６０tf/㎠で選抜した場合の選抜個体（■）の分布

図－５．調査地２（一勝地）における推定ヤング率による選抜率の推移（左）とヤング率６０tf/㎠で選抜した場合の選抜個体（■）の分布

表－３．調査地１（南阿蘇）における各形質間の相関関係
幹曲がり根元曲がりファコップピロディン枝太さ真円率胸高直径樹高
　０．２７n.s.　０．３２＊　０．１４n.s.　０．２７n.s.－０．０８n.s.　０．３２＊　０．５０＊＊－樹高
　０．３３＊　０．４１＊＊　０．４６＊＊　０．５０＊＊－０．１０n.s.－０．１１n.s.－胸高直径
－０．１４n.s.－０．１６n.s.－０．０９n.s.－０．０３n.s.－０．０６n.s.－真円率
－０．１９n.s.－０．０６n.s.　０．２０n.s.　０．０１n.s.－枝太さ
　０．５７＊＊　０．５０＊＊－０．１０n.s.－ピロディン
－０．１７n.s.－０．１３n.s.－ファコップ
　０．８１＊＊－根元曲がり

表－４．調査地２（一勝地）における各形質間の相関関係
幹曲がり根元曲がりファコップピロディン枝太さ真円率胸高直径樹高
　０．５１＊＊　０．３７＊＊　０．１７n.s.　０．３６＊＊－０．２８＊－０．０６n.s.　０．８３＊＊－樹高
　０．３７＊＊　０．４４＊＊　０．２３n.s.　０．３５＊＊－０．１７n.s.－０．１５n.s.－胸高直径
　０．１０n.s.　０．０５n.s.－０．２１n.s.　０．１１n.s.－０．１２n.s.－真円率
　０．００n.s.　０．０２n.s.－０．１４n.s.　０．１６n.s.－枝太さ
　０．３０＊　０．３８＊＊－０．２２n.s.－ピロディン
－０．２１n.s.－０．２８＊－ファコップ
　０．５０＊＊－根元曲がり



　以上のことから，調査地１，２とも樹高，胸高直径の成長が大変
優れているだけでなく，真円率や枝の太さもやや優れている傾向
があると思われ，ピロディン値やファコップ値の変異の幅も十分
大きいと思われた。これらのことから，成長が格段に優れ材の強
度が一定以上の優良形質木の選抜に適した林分であると思われた。
　次に，調査した各形質の相関関係を調べた（表－３，表－４）。
その結果，どちらの調査地でも樹高・胸高直径と根元曲がり・幹
曲がりの間に有意な正の相関があった。このことは樹高・胸高直
径が大きければ曲がりが小さい傾向があることを示す。一方，樹
高・胸高直径とピロディンの間にも有意な正の相関があり，調査
地１ではファコップとの間にも有意な正の相関があった。これは
樹高・胸高直径が大きいものは容積密度が低く，ヤング率が低い
傾向があることを示している。このことは，一般によく言われる，
成長が優良な個体は材質はそれほど良くない，ことと同様な傾向
を示している。しかし，成長形質と材質形質間（胸高直径とファ
コップ値等）のそれぞれの相関係数は０．５以下と高くはないため，
成長が優れているものの中にも材質が一定以上の個体が存在する
ことが十分に期待できることを示している。
　さらに，調査データをもとに，樹高が２０m以上で胸高直径が
３０cm以上と成長が特に優良であって，推定ヤング率が６０tf/㎠と
中程度以上（藤澤ら２００３の換算式でファコップ値が３５０以上）の
個体の選抜を試みた（図－４，図－５）。
　樹高が２０m以上で胸高直径が３０cm以上の個体は，調査個体の
うち約３０％が含まれている。一方，推定ヤング率が６０tf/㎠以上
の個体は，調査地１では８４％，調査地２では５３％の個体が含まれ
ている。この両方の条件を満たすもの，すなわち樹高が２０m以上，
胸高直径が３０cm以上でかつ推定ヤング率が６０tf/㎠以上の個体は，
調査地１では調査個体のうちの２３％，調査地２では１２％が含まれ
ていた。これらのことから，成長形質が優れ材の強度が一定以上
の個体は，いずれかの形質が優れた場合よりその割合は小さくな
るが，十分に選抜が可能であることがわかった。
　以上のことから，調査地１と調査地２で調査した１１３個体から，
優良なものを９個体選抜した。これらの個体は，樹高が２０m以上

で胸高直径３０cm以上，推定ヤング率が７０tf/㎠以上（うち３個体
が８０tf/㎠以上）で４個体が容積密度が平均以上と推定されたも
のである。２００８年３月に現地から採穂し，九州育種場でつぎ木を
行って保存した（図－６）。
　今後は，引き続き，各機関が連携を密にしつつ，多くの精英樹
交配家系の林分から優良木を選抜し，選抜したものについては早
期の検定を行い，成長が特に早く材の強度が一定以上のごく短伐
期で収穫可能な品種の開発を，可能な限り短期間で進めていく考
えである。
　本研究の実施に際しては，熊本森林管理署，熊本南部森林管理
署の多大なるご協力をいただきました。厚く御礼申し上げます。
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図－６．調査地２（一勝地）で選抜した個体（左中央）とここから採穂し九州育種場においてつぎ木増殖中の個体（右）


